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宮津市廃棄物減量等推進審議会 第２回し尿手数料検討部会 会議記録 

 

日 時：令和５年９月６日(水) 午前 10 時 00 分から 11 時 30 分まで 

場 所：宮津市防災拠点施設（宮津与謝消防署宮津分署２階） 

出席者 ※敬称略 

    〇委員（粉川正太郎、中西幸子、矢野順子、谷口政史、谷口知弘（部会長）、山川肇） 

    〇オブザーバー（片山禎彦） 

    〇事務局（山根部長、廣瀬課長、大和課長補佐、井上主査） 

 

１ 開  会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 報  告 

（１）令和５年７月 25 日開催の宮津市廃棄物減量等推進審議会(第１回し尿処理手数料検

討部会)の会議結果について （資料１に基づき事務局より説明。） 

 

４ 議  事 

（１）し尿処理手数料の見直しの検討について （資料２答申案について逐条審議。） 

【主な意見】 ※軽微な文言修正等についての意見は割愛。 

（し尿処理手数料の見直しについて） 

部会長 

・将来にわたり安定的なサービスを提供していくためには料金の見直しは必要というこ

とを検討の中で確認したが、料金を下げる工夫も検討いただきたい。 

（し尿処理手数料の料金体系及び区分について） 

委員 

・新たな料金体系については、基本料金と従量料金の２部料金制ではなく、現在の従量

料金制の中で最低料金を設けるという表現が適切。 

・最低料金の設定については、収集効率の確保を主眼とするのではなく、し尿収集を行

うためには少量のくみ取りであっても一定のコストが必要となるため、収集コストに見

合った負担をしていただくという負担の公平性を主眼とすべきでは。 

委員 

・収集効率の低下は全体の経費高にもつながることから、収集効率の低下を防ぐことも

最低料金設定の重要な目的の一つと考える。 
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（し尿収集・運搬に係る作業従事者の賃金への反映について） 

委員 

・賃上げについて行政が民間事業者に働きかけることは可能なのか。 

事務局 

・あくまでお願いという話でしかない。 

委員 

・宮津市の場合、し尿くみとり料金の収入が業者への委託料と連動しており、くみ取り

業者の人件費の高騰も考慮して今回の料金改定の検討がなされている。そういった意味

では賃金への反映を求めることも適切かと思う。 

委員 

・賃金という言葉に限定せず、働きやすい環境をつくるということで、作業従事者の待

遇改善としてはどうか。 

（水洗化の推進について） 

部会長 

・高齢者や宮津市に来られる方に対する既存の補助制度の周知に課題があると思う。 

・高齢者への水洗化の支援は、生活の快適性を高めることはもちろんだが、空き家活用

という視点でも、売買する際や子供に家を残そうとしたときに価値があがるという点で

意義がある。これらのことをうまく周知していくべき。 

（料金改定に伴う生活弱者等への配慮について） 

委員 

・高齢者や低所得者世帯等への福祉施策としての支援は検討が必要。 

委員 

・し尿くみ取りは低所得の方が水洗化できずに利用しているケースも見られ、下水道以

上に福祉的観点からの配慮が必要。 

部会長 

・部会としては、福祉施策等による配慮を検討されたいという意見としたい。 

 

５ そ の 他 

（１）今後の予定について  10月上旬：市議会全員協議会で審議の途中経過を報告 

10 月下旬：第２回全体会を開催し答申内容を審議 

 

６ 閉  会 


